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英
漁
に
於
停
る
嚢
の
聾
約
上
の
鶴
力

一
茎
ハ

英
法
に
於
け
る
妻
の
契
約
上
の
能
力

嶺
岸

治
　
三

　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
近
世
諸
國
の
法
制
に
あ
り
て
は
自
然
人
は
出
生
ピ
同
時
に
之
を
人
格
竃
電
し
て
橿
利
龍
力
（
寄
魯
富
鐸
蒔
ざ
計

甘
島
鎚
旨
8
α
窃
息
o
詳
Ω
三
ε
を
付
輿
す
る
の
み
な
ら
す
（
我
民
一
條
、
凋
民
一
條
、
伊
民
一
條
、
佛
民
八
條
等
）
、
自

然
人
の
或
種
の
團
禮
ま
で
も
之
を
法
人
ε
し
て
、
穫
利
能
力
を
付
與
し
て
ゐ
る
（
誰
扁
）
、
叉
催
方
に
於
て
は
代
理
の
翻

度
を
認
め
て
を
る
の
は
人
格
を
延
長
し
π
も
の
霊
見
る
こ
ε
が
出
來
や
う
℃
そ
し
て
今
日
の
如
き
代
狸
の
観
念
は
羅

馬
法
に
は
無
か
つ
セ
も
の
で
其
後
に
駿
蓮
し
た
の
で
あ
る
、
総
て
以
上
の
如
き
法
律
現
象
は
時
勢
の
進
展
に
俘
ふ
も

の
で
あ
つ
て
斯
の
如
舞
現
象
は
將
來
に
於
て
も
多
々
あ
る
≧
ε
、
信
中
る
。

　
自
然
人
は
総
て
礎
利
能
力
を
有
す
る
こ
、
ε
は
前
述
の
如
く
で
あ
る
が
、
所
謂
行
爲
能
力
　
（
O
窃
。
証
静
置
鴨
o
鮮

畠
℃
畿
鵠
島
、
窪
8
a
8
瀞
¢
身
o
富
島
く
閂
ε
は
意
思
能
力
ご
密
接
な
る
關
係
を
有
し
て
ゐ
る
か
ら
何
人
も
季
等
に
之
を

有
す
る
鐸
に
は
ゆ
か
ぬ
、
從
つ
て
或
種
の
者
は
完
全
な
る
行
爲
能
力
を
有
せ
ざ
る
著
即
ち
無
能
力
者
（
O
窃
畠
擦
鶏
〒

馨
一
澱
2
需
錺
9
琴
矧
8
鳴
竃
。
）
置
し
て
本
人
叉
は
他
人
を
保
護
す
る
必
要
を
生
じ
て
奈
る
。

　
契
約
自
由
の
原
則
は
」
般
に
認
め
ら
れ
る
や
う
に
な
つ
泥
故
に
何
人
で
も
如
何
な
る
契
約
を
も
締
結
す
る
こ
建
が



出
凍
る
但
し
公
序
良
俗
に
反
す
る
も
の
、
如
き
は
こ
の
限
に
非
る
こ
ε
固
よ
与
言
を
侯
π
ぬ
所
で
あ
る
．
然
し
乍
ら

此
塵
に
も
亦
行
爲
能
力
の
問
題
を
生
じ
て
楽
る
、
即
ち
或
種
の
者
は
契
約
締
結
な
る
法
律
行
爲
を
完
全
に
有
敷
な
ら

し
め
る
こ
ε
が
出
來
な
い
者
が
あ
る
乙
軸
ま
泥
諸
國
の
法
制
の
一
致
す
る
所
で
あ
る
、
今
之
を
英
契
約
法
上
か
ら
見

る
ピ
次
の
如
く
で
あ
る
、

　
（
一
）
未
成
年
（
幽
昏
蓉
矯
）
、
英
法
に
於
て
は
二
十
一
歳
を
以
て
成
年
ε
す
る
こ
れ
濁
佛
自
伊
等
の
諸
國
ε
同
檬
で

あ
る
、
從
つ
て
二
十
一
歳
以
下
の
者
は
駈
謂
未
成
年
者
（
ぎ
酵
ε
で
あ
2
て
完
全
な
る
行
爲
能
力
セ
有
し
て
ぬ
な
い

か
ら
契
約
法
上
に
於
て
も
其
能
力
に
制
限
を
煎
へ
ら
れ
て
ゐ
る
．
即
ち
未
戊
年
者
は
一
般
に
未
成
年
の
時
に
爲
し
π

契
約
は
成
年
に
達
し
な
い
以
前
に
於
て
或
は
叉
成
年
に
逮
し
た
る
以
後
相
當
の
期
問
内
に
於
て
該
契
約
を
取
浩
す
乙

ε
を
得
る
の
が
普
通
法
上
の
原
則
で
あ
る
、
妙
れ
ご
も
こ
れ
に
は
法
令
上
叉
は
其
他
の
制
限
が
あ
る
例
へ
ぱ
、
追
認

（
β
謡
箸
畿
窪
）
或
は
未
成
年
者
保
薩
法
（
撃
焦
昏
暮
．
腕
勾
隻
9
》
9
二
〇
。
ミ
）
．
註
．
ご
　
の
第
一
條
第
二
條
の
如
き
は
即
ち

之
で
あ
る
。

　
（
二
）
妻
（
尾
弩
蕊
ぎ
還
昌
）
．
女
子
は
婚
姻
ε
共
に
其
行
爲
能
力
を
制
限
さ
れ
る
．
こ
れ
は
婚
躯
ε
云
ふ
身
分

上
の
麓
化
即
ち
8
言
碁
器
に
因
る
も
の
で
あ
る
、
而
し
て
有
夫
の
女
子
が
行
爲
能
力
を
制
限
さ
れ
る
の
は
夫
嬬
は
一

騰
で
あ
る
電
云
ふ
擬
制
に
依
り
之
を
説
明
し
得
た
ε
考
へ
ら
れ
た
こ
ε
が
あ
る
、
け
れ
ど
も
こ
れ
は
憂
く
誤
謬
で
あ

る
ピ
云
は
ね
ぱ
な
ら
ぬ
現
今
で
は
法
理
の
解
繹
に
於
て
は
擬
制
は
出
來
得
る
限
り
之
を
擁
斥
せ
ね
ぱ
な
ら
ぬ
、
女
子

は
婚
姻
に
因
り
其
身
分
上
に
餐
化
を
來
す
は
明
な
こ
ε
で
あ
る
、
從
つ
て
．
有
夫
女
子
（
響
お
8
霧
己
を
無
夫
女
子

　
　
　
　
　
突
法
に
於
げ
る
妻
の
曳
約
上
の
能
力
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
重
七



　
　
　
　
英
法
“
於
σ
乙
嘆
ゆ
契
約
よ
の
能
力
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
五
入

（
歴
9
0
8
ε
ε
同
一
に
取
扱
ふ
こ
ε
の
出
來
ぬ
も
亦
言
ふ
を
倹
た
の
所
で
あ
ら
う
（
麩
5
、
我
民
法
に
於
て
も
矢
張
塾

葵
ε
未
婚
女
子
（
未
成
年
者
に
は
非
ず
藍
は
其
法
律
上
の
取
扱
を
異
に
し
て
ぬ
る
、
然
し
同
法
が
妻
を
未
成
隼
着
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
ち
　
ヤ
　
ヤ

禁
治
産
者
、
準
禁
治
産
者
ε
共
に
等
し
・
・
無
能
力
者
ε
し
て
規
定
を
設
妙
π
の
は
果
し
て
正
當
ご
云
ふ
二
ε
が
禺
來

や
う
か
、
未
成
隼
者
．
禁
治
産
者
、
準
禁
治
産
者
が
無
能
力
者
た
る
所
以
は
理
制
の
登
達
不
十
分
ε
か
心
牌
喪
失
ミ

か
心
憩
耗
腸
建
か
或
は
叉
心
謹
に
欠
鐵
が
あ
る
沈
あ
之
を
一
般
人
ご
同
輔
に
扱
ふ
は
本
人
の
泥
め
に
不
利
で
あ
る
ミ

か
兎
に
角
其
原
因
は
其
者
に
存
す
る
の
で
あ
る
が
妻
が
無
能
力
者
た
る
所
以
は
本
人
に
欠
駄
が
あ
る
の
で
は
な
く
駈

謂
婚
姻
に
因
る
身
分
上
の
墾
化
即
ち
央
婦
關
係
に
存
す
る
の
で
あ
る
、
從
つ
て
前
三
者
ε
妻
と
は
無
能
力
な
る
原
因

に
於
て
全
然
異
つ
て
ゐ
る
ε
云
は
ね
ぱ
な
る
ま
い
、
し
て
見
れ
ぱ
妻
の
行
爲
能
力
に
關
す
る
規
定
は
夫
穰
の
規
定
の

下
に
置
く
ぺ
き
が
距
當
ヒ
云
ふ
可
き
で
あ
る
（
註
四
）
。

（
三
）
心
紳
錯
飢
及
ぴ
心
酔
（
ざ
鉱
ぐ
俸
算
。
蒼
義
。
己
、
男
子
た
る
ε
女
子
ね
る
電
を
問
は
す
精
紳
的
に
異
常

あ
る
者
は
一
時
的
若
く
は
永
久
的
に
行
爲
能
力
を
失
ふ
こ
ε
が
あ
る
、
精
憩
に
異
常
あ
る
常
温
に
あ
る
者
（
一
茸
銭
畠
）

叉
は
飲
酒
等
に
依
り
一
時
的
に
理
性
を
失
へ
る
者
（
ユ
誉
葬
魯
需
誘
o
窃
）
の
如
き
は
契
約
法
上
に
於
て
も
完
全
な
る
能

力
者
セ
リ
得
な
い
の
で
あ
る
。

　
（
四
）
　
犯
罪
者
及
び
法
律
上
の
保
護
を
停
止
さ
れ
彪
者
（
8
蓑
．
鐸
脇
欝
2
静
蓼
）
℃
例
へ
ぱ
碇
窪
u
睾
ヌ
は
鷺
o
蔓

（註五》

等
に
塵
せ
ら
れ
た
者
は
契
約
を
締
結
す
る
こ
ε
は
出
來
瓜
（
雛
卑
匂
ゆ
轟
滋
＄
0
3
ψ
o。
）
、
然
し
乍
ら
犯
課

者
は
許
可
あ
る
揚
合
に
は
一
般
に
契
約
を
締
結
す
る
こ
ε
を
得
叉
之
に
關
し
て
訴
を
提
鶏
す
る
こ
ε
も
出
來
る
の
で



あ
る
（
o隠
・
岩
）
、
虜
洌
を
絡
へ
或
は
赦
冤
さ
れ
詫
者
も
亦
同
じ
く
契
約
上
の
能
力
を
回
復
す
る
か
ら
契
絢
を
締
結
す

る
こ
ε
を
得
る
の
で
み
る
（
φ
、
）
、
叉
法
律
の
保
護
を
停
止
さ
れ
髭
者
は
所
謂
麟
目
雲
。
ご
馨
舞
β
o
登
田
で
あ
っ

て
彼
が
締
結
し
た
契
約
に
劃
し
て
訴
へ
ら
れ
セ
時
に
は
之
が
資
を
負
ふ
の
で
あ
る
が
彼
自
身
は
其
契
約
を
執
行
す
る

ヒ
霊
を
得
ぬ
の
で
あ
る
（
畿
さ
。

　
　
　
（
註
一
）
、
法
人
に
蘭
了
ゐ
規
定
に
燭
遙
畏
法
に
に
詳
し
く
親
定
し
て
あ
る
誤
英
法
に
於
て
に
か
の
　
一
岩
緯
が
登
藩
し
監
伽
め
之
が
影
響
を
被
つ

　
　
ぬ
こ
建
少
く
な
い
の
で
あ
あ
、
佛
権
系
の
油
律
で
に
謄
人
に
關
す
る
規
定
に
ま
だ
不
十
分
の
感
が
あ
る

　
　
　
（
註
二
）
、
O陰
』
・
≧
一
8
三
揖
舞
遠
芹
鼻
霞
ξ
腕
驚
6
箆
蔓
9
ξ
臥
目
覧
0
8
菖
『
零
酔
署
9
而
幹
旨
o
具
鵠
＆
馨
o
蔓
凶
ロ
隷
塞
3
二
竃

　
　
躇
始
遷
葎
o
嘗
o
賜
目
8
運
ぽ
塁
R
ε
ぽ
一
鍔
ぐ
o
噂
♂
『
噌
o
蔚
閉
弓
碧
一
凶
＆
窪
ε
霊
旨
署
一
乞
（
o
畠
・
霞
菖
一
置
き
蓑
晩
鳶
毬
a
嘱
β
露
鴉
鼠
震
y

　
　
慧
貸
島
塑
§
彰
誌
器
鼠
三
9
曽
券
塞
乙
冒
鋸
冨
昌
邑
葺
ぢ
ε
穿
弓
興
2
鑑
＆
匙
言
噛
一
冨
＝
一
旨
葺
藁
馨
三
昏
聾
ぎ
齢
葺
島
蟄
誰

　
　
醒
楓
8
暑
藁
菱
o
≦
冨
9
彗
冒
ぎ
⇔
蓑
楓
ξ
葺
｝
舞
藍
縄
o
叫
』
暑
器
弛
畳
5
0
吋
ξ
一
ぼ
昆
。
恥
o
晩
Q
暑
目
g
■
竈
g
凝
昌
鴇

　
　
g
一
霞
り
窪
8
懐
弩
畠
器
呂
‘
ぴ
鴇
冒
（
霞
o
き
箆
呂
一
Ω
・

　
　
　
や
や
2
0
鴛
謡
o
昌
昏
島
言
耳
o
轟
ぎ
三
頃
o
ξ
ε
畠
碧
鵯
量
鴇
層
『
肋
警
考
g
碧
藁
署
o
薯
器
蓉
銭
o
蔓
霧
彗
一
檬
o
ざ
窒
鴇
鍔
鴇
を
裳

　
　
8
昌
辞
芭
身
ぎ
。
。
買
書
。
寧
髭
壱
暮
運
翼
旨
8
ぎ
顧
蟹
馨
を
鑑
§
茎
馨
。
簡
輩
㎏
害
き
。
。
轄
8
暑
彗
壁
駐
含
ぎ
讐
旨
塁
噂

　
　
喜
。
葦
＝
翼
3
≦
一
。
邑
亀
§
ぜ
睾
憶
睾
8
器
ぎ
糞
冨
穿
豊
も
『
。
爵
3
『
鮭
蜜
島
。
壼
鐸
讐
お
9

　
　
　
（
駐
三
）
℃
饗
妻
・
昌
島
尋
鼻
身
笥
o
晩
0
8
ぎ
3
》
特
o
o
．
塑
●
切
o
昌
8
ぎ
ギ
輸
蓉
乾
岳
鑑
ρ
｝
暑
§
♂
O
＆
．
頂
も

　
　
　
（
註
四
）
℃
朗
名
氏
、
日
累
民
法
論
霊
閣
昌
夏

　
　
　
（
駐
箕
）
、
＊
雛
露
一
餐
第
一
昌
號
翻
峯
私
揺
の
盤
置
旨
五
鱒
頁
麗
墨
照

　
　
　
（
註
六
》
、
峯
ぎ
ト
鍔
8
ぎ
国
昆
一
鷲
億
ぢ
毛
亀
0
9
碁
3
一
音
ご
℃
」
o
夢

　
　
　
　
　
英
法
に
於
け
る
凄
の
契
約
上
の
能
力
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
大



　
　
　
　
英
怯
に
於
け
る
饗
の
契
約
上
の
能
力
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
ハ
0

　
　
　
　
　
　
　
　
＝

　
妻
は
一
般
に
契
約
を
締
結
出
來
旧
の
が
普
通
法
上
の
原
則
で
あ
る
．
然
し
妻
の
分
離
財
産
（
。。
£
霞
魯
o
冥
o
篇
噂
ぐ
）

に
關
し
ヌ
は
其
範
園
内
に
於
て
、
契
絢
を
締
結
す
る
こ
ε
は
妨
が
な
い
（
註
齢
）
、
　
一
入
九
三
年
の
髄
婚
女
子
財
産
法

（
翠
o
寓
即
三
a
乏
o
言
窪
．
。
ギ
o
篤
蓄
》
9
）
に
依
る
時
は
同
法
施
行
後
に
於
て
既
婚
女
子
が
契
約
を
締
結
し
た
場
合

に
は
、
qり
契
約
締
結
當
時
分
離
財
産
を
有
し
て
ゐ
や
5
ε
或
は
事
實
上
之
を
有
し
て
ゐ
な
か
ら
う
と
其
分
離
財
産
に

關
し
契
約
を
締
結
し
泥
も
の
ε
看
倣
さ
る
、
の
で
あ
る
從
つ
て
、
偶
其
の
契
約
は
饗
が
當
時
若
く
は
其
後
に
於
て
取

得
し
た
分
離
財
産
を
拘
束
す
る
こ
ε
、
な
る
叉
、
偶
其
契
約
は
妻
が
婚
姻
以
前
に
於
て
取
得
し
だ
総
て
の
財
産
に
封

し
て
張
制
執
行
を
爲
す
こ
ε
を
得
せ
し
む
る
の
で
あ
る
（
登
欝
塁
錨
3
。
・
ひ
U
・
幹
“
）
而
し
て
妻
が
夫
ε
分
離
し

て
螢
業
を
し
て
ゐ
る
場
合
に
は
其
分
離
財
産
に
關
し
破
産
を
な
す
こ
ε
が
出
來
る
の
は
妻
を
無
夫
女
子
（
鵠
昌
、
。
。
。
。
一
。
）

ピ
同
一
に
取
扱
つ
て
ゐ
る
し
（
畿
齢
亀
≦
畠
ρ
蕊
の
」
よ
凱
y
）
、
或
は
叉
妻
は
無
夫
女
子
ε
同
じ
く
其
分
離
財
産

に
關
し
之
を
確
保
す
る
の
必
要
上
何
人
に
封
し
て
も
（
夫
も
包
含
す
る
）
賠
償
を
求
む
る
こ
ε
が
出
楽
る
（
ω
・
§
）
，

妻
は
亦
執
行
者
（
窪
9
β
窪
図
）
或
は
受
託
者
（
静
2
ゆ
酔
而
。
）
ピ
し
て
行
爲
を
な
し
叉
は
其
費
格
に
於
て
訴
を
提
起
し
若
《
は

訴
へ
ら
る
、
の
で
あ
る
そ
し
て
こ
の
場
合
に
於
て
は
至
然
夫
に
は
關
係
が
な
い
の
で
あ
る
（
oo
』
o
。
）
、
妻
が
死
O
し
だ

場
合
に
は
其
法
律
上
の
相
績
人
（
一
茜
菖
鷺
誘
o
轟
一
お
冥
窃
9
雷
響
o
）
は
妻
ε
同
様
な
る
榎
利
を
有
し
責
任
を
負
ム
も
の

で
あ
る
（
ω
’
8
）
。

　
妻
の
分
離
財
産
に
關
し
何
等
法
律
上
の
定
め
が
無
か
つ
た
時
に
於
て
は
衡
季
法
裁
判
所
は
信
託
の
方
法
に
依
勢
或



種
の
槽
利
を
妻
の
π
め
に
認
め
π
る
の
で
あ
る
（
註
二
）
、
で
八
九
三
年
の
法
律
に
依
り
修
正
さ
れ
だ
一
八
九
二
年
の
饒

婚
女
子
財
産
法
は
全
く
其
態
檬
を
一
新
し
陀
そ
し
て
此
等
の
規
定
は
一
入
七
〇
年
及
び
一
入
七
四
年
の
既
婚
女
子
財

産
法
並
に
衡
季
法
上
の
幾
多
の
事
停
を
参
酌
纏
合
し
陀
も
の
で
あ
る
、
即
ち
妻
の
分
離
財
産
ζ
は
ω
幽
八
八
三
年
輔

月
一
日
以
後
婁
の
取
得
し
た
財
産
（
報
酬
ε
し
て
得
た
財
藍
例
へ
だ
勢
務
に
依
嚇
て
得
ね
財
産
の
如
き
も
包
含
す
る
）

及
ぴ
⑰
一
八
入
三
年
一
月
一
日
以
後
婚
姻
を
な
し
た
る
女
子
に
し
て
、
婚
姻
の
當
時
其
女
子
に
燈
し
だ
る
財
産
（
幹
幹

甲
蕊
』
呂
等
を
指
示
す
る
も
の
で
あ
る
、
而
し
て
妻
の
分
離
財
産
は
妻
が
、
婚
姻
前
に
な
し
だ
る
負
債
に
封
し
て
は

之
を
以
て
其
責
に
任
す
る
の
で
あ
る
が
（
ψ
萎
）
一
八
入
三
隼
一
月
一
日
以
雨
に
婚
姻
を
爲
し
セ
女
子
は
本
法
の
下

に
於
て
取
得
し
沈
分
離
財
産
の
み
を
以
て
其
責
に
任
中
る
り
で
あ
る
、
妻
の
分
離
財
産
に
就
て
は
ま
だ
種
々
逡
ぷ
可

き
二
ε
が
あ
る
が
今
は
分
離
財
産
の
事
を
蓮
ぺ
る
の
が
目
的
で
は
な
い
か
ら
二
の
問
題
は
飽
日
稿
を
改
め
て
読
明
す

る
こ
ε
、
し
や
う
。

　
　
　
（
註
輔
）
．
ρ
O
鴨
卜
島
ぎ
卓
■
p
≦
o
州
O
o
糞
暢
鴛
冨
」
o
象
・
弓
・
し
“
o
o
oo
　
頃
o
胃
0
6
ぎ
℃
・
愚
・
国
つ
胃
慧
藷
㌻
馨

　
　
　
（
註
二
）
、
か
轟
画
筏
亭
事
も
ゆ
階
・

　
　
　
　
　
　
　
　
箋

　
妻
臓
一
般
に
契
約
を
締
結
す
る
こ
ε
が
出
撰
な
い
の
が
原
則
で
あ
る
こ
ビ
は
前
蓮
し
た
如
《
で
あ
る
、
然
し
乍
ら

こ
れ
に
は
普
通
法
上
並
に
法
令
上
（
前
蓮
し
た
既
婚
女
子
財
産
法
以
外
の
）
の
例
外
が
存
す
る
、
即
ち

　
　
　
　
さ
し
サ
キ

　
英
國
王
の
后
は
未
婚
女
子
ε
同
嫌
に
訴
を
提
起
し
叉
は
訴
へ
ら
る
る
こ
置
を
得
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
曹
隅
藁
隅
に
甲
於
け
る
饗
の
契
晶
刺
よ
の
鹸
醐
力
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚇
山
ハ
鰍



　
　
　
　
英
法
鷲
於
け
る
饗
の
輿
約
上
の
熊
力
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
ハ
濫

　
9
ン
ド
ソ
市
の
慣
響
に
依
る
時
は
同
市
に
於
て
有
夫
女
子
（
瀞
幕
8
く
象
）
が
濁
立
し
て
讐
業
を
し
て
ゐ
る
場
合
に

は
換
言
す
れ
ぱ
妻
が
何
等
夫
の
干
渉
を
受
～
る
こ
ミ
な
く
し
て
醤
業
を
し
て
ゐ
る
揚
合
に
は
有
敷
に
契
約
を
締
結
す

る
こ
ピ
が
出
來
る
、
從
つ
て
之
に
關
し
訴
を
提
起
し
又
は
訴
へ
ら
る
、
こ
ε
も
出
楽
る
の
で
あ
る
。

　
法
律
保
護
停
止
（
o
憲
薫
窪
ヨ
R
誓
3
島
並
α
畠
爵
）
を
受
け
沈
る
者
の
妻
も
亦
同
じ
く
輩
猫
に
訴
を
提
起
し
或
は
訴

へ
ら
る
、
の
で
あ
る
r
例
へ
ぱ
夫
が
敵
中
に
あ
る
場
合
に
は
彼
は
英
國
民
ε
し
て
の
法
律
上
の
地
位
を
喪
失
す
る
の
で

あ
る
從
つ
て
其
法
律
上
の
地
位
を
喪
失
し
て
ゐ
る
状
態
に
在
る
問
は
彼
の
妻
は
無
史
女
子
ε
看
微
さ
れ
る
、
故
に
彼

女
は
自
己
が
締
結
し
た
契
約
に
封
し
て
は
責
を
負
ふ
こ
ざ
、
な
る
、
然
し
乍
ら
夫
が
例
令
外
國
に
あ
る
《
も
そ
が
敵

に
非
ざ
る
限
り
（
鞍
窪
與
且
）
妻
は
有
夫
女
子
ε
し
て
の
地
位
に
居
る
の
で
あ
る
。

　
央
婦
利
害
相
反
す
る
場
合
に
於
て
実
嬬
問
に
約
す
る
こ
ε
が
あ
る
。
例
へ
ば
饗
が
離
婚
訴
訟
を
提
起
し
セ
後
當
該

事
件
を
仲
裁
判
断
に
附
す
る
こ
ε
に
夫
婦
が
一
致
し
沈
場
合
に
上
院
に
於
て
は
妻
を
難
夫
女
子
ε
看
徴
し
叉
夫
婦
閥

の
合
意
は
有
敷
で
あ
る
從
つ
て
其
仲
裁
剥
断
も
亦
拘
束
力
あ
る
も
の
ピ
制
決
し
た
，
こ
の
仲
裁
剥
断
は
別
居
の
條
件

を
定
む
る
に
あ
る
を
目
的
ε
し
髭
る
を
以
て
後
に
は
受
託
者
の
介
入
な
く
ε
も
躍
に
夫
婦
問
の
合
意
あ
る
だ
け
で
裁

．
判
所
は
別
居
謹
書
（
幕
且
亀
鴇
§
沖
幽
9
）
を
執
行
す
る
や
う
に
な
つ
泥
、
叉
扶
助
料
（
臼
路
窪
磐
。
o
）
の
総
與
を
約
し
夫

嬬
珊
居
の
合
意
の
簡
軍
な
る
場
合
に
あ
つ
て
は
受
託
者
の
介
入
を
必
要
ピ
せ
ぬ
、
そ
し
て
妻
は
其
合
意
の
下
に
當
然

受
取
る
可
き
扶
助
料
に
關
し
て
訴
を
提
起
す
る
こ
ピ
が
出
來
る
へ
註
噌
）
。

　
一
八
五
七
年
の
婚
姻
原
因
法
（
目
5
駕
暮
＆
旨
薯
議
O
鎧
器
皿
》
9
）
に
依
る
時
は
、
　
裁
判
上
の
．
刷
居
（
㎞
区
観
隣
一



鴇

寡
鶴
9
）
を
な
せ
る
妻
は
別
居
中
は
之
を
無
夫
女
子
ε
看
倣
し
て
契
約
を
締
結
す
る
こ
ε
を
許
し
叉
訴
訟
上
の
當

事
者
能
力
を
も
付
奥
し
て
ゐ
る
、
而
し
て
夫
は
別
居
中
婁
が
締
結
し
た
契
約
に
勤
し
て
も
叉
は
妻
が
原
皆
若
く
は
被

皆
ε
爲
つ
た
た
め
に
惹
起
し
π
費
用
に
封
し
て
も
何
等
の
責
を
負
は
ぬ
の
で
あ
る
、
然
し
乍
ら
裁
到
上
の
別
居
に
於

て
央
が
別
居
扶
養
粁
（
＆
ヨ
o
藁
）
を
妻
に
給
奥
す
可
き
旨
の
命
令
を
受
け
た
揚
合
に
之
を
妻
に
給
與
し
な
か
つ
た
ね

め
に
妻
が
第
三
者
か
ら
自
己
の
生
活
に
必
要
な
る
費
用
を
借
受
け
た
ε
す
る
、
斯
の
如
き
揚
合
に
あ
り
て
は
夫
は
妻

が
借
受
け
泥
費
用
に
封
し
て
は
鷺
に
任
ぜ
な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
の
は
固
よ
極
で
あ
る
、
一
八
五
八
年
の
婚
姻
原
因
法
第

八
條
に
依
る
時
は
裁
剣
上
の
別
居
命
令
が
取
溜
さ
れ
叉
は
愛
更
さ
れ
る
や
う
な
場
合
に
於
て
も
別
居
命
令
あ
9
し
時

よ
め
莫
愛
夏
取
滑
あ
る
問
に
妻
ε
の
契
約
よ
9
生
じ
た
権
利
の
取
得
者
は
藁
権
利
を
書
せ
ら
る
、
こ
ε
な
く
叉
妻
の

行
爲
に
因
う
損
害
を
受
け
た
者
は
こ
れ
が
賠
償
セ
求
む
る
の
権
利
を
喪
失
す
る
こ
と
は
な
い
。

　
夫
が
妻
を
遣
棄
し
た
揚
合
例
へ
ぱ
正
當
な
る
理
由
な
く
し
て
夫
が
妻
を
生
活
上
園
難
な
ら
し
め
且
つ
之
ε
別
れ
て

顧
み
ざ
る
場
合
の
如
き
は
法
律
は
妻
の
生
活
を
安
定
せ
し
め
る
目
的
を
以
て
之
に
保
護
を
與
へ
て
ゐ
る
、
即
ち
妻
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ

夫
の
費
用
を
以
て
自
己
の
生
活
を
支
持
す
る
楼
利
を
有
し
て
ゐ
る
故
に
箋
の
要
求
に
慮
じ
必
要
物
を
供
給
し
詫
商
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

は
夫
に
封
し
て
之
が
反
封
給
付
を
請
求
す
ぺ
き
で
あ
る
b
但
し
こ
￥
に
所
謂
必
要
物
ξ
云
ふ
は
繕
謁
的
意
義
に
於
け

る
も
の
で
は
な
い
從
つ
て
各
個
の
場
合
に
付
て
給
付
し
た
物
品
が
必
要
物
な
る
か
否
か
を
定
む
る
の
外
は
な
い
、
例

へ
ぱ
甲
に
封
し
て
は
必
要
物
な
る
も
乙
に
封
し
て
は
必
要
物
豊
云
ふ
こ
ε
が
出
來
ぬ
こ
ビ
も
あ
る
又
撃
に
勤
し
て
必

要
物
な
り
ε
す
る
も
A
時
に
於
て
は
必
要
物
な
蚤
し
も
B
時
に
於
て
は
之
れ
を
必
要
物
ε
云
ふ
こ
ε
が
出
察
鍛
こ
豊

　
　
　
　
　
英
減
に
於
σ
る
嚢
の
契
約
上
の
能
力
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
三



　
　
　
　
　
英
讐
に
於
け
る
奪
の
契
約
上
の
能
力
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
茜

も
あ
ら
う
、
從
つ
て
必
要
物
な
う
や
杏
や
を
定
む
る
に
は
本
人
の
勢
分
馳
會
的
地
位
叉
は
財
産
等
種
々
な
る
方
面
か

ら
之
を
観
察
せ
ね
ぱ
な
ら
な
い
の
で
あ
る
、
逡
棄
さ
れ
泥
妻
に
封
し
必
要
物
を
買
ふ
た
め
に
金
饅
を
貸
奥
し
π
者
は

夫
に
封
し
て
衡
亭
法
上
の
講
求
横
を
有
す
る
、
け
面
ざ
も
妻
が
自
己
の
生
活
を
維
持
す
る
に
足
る
可
き
牧
入
を
有
し

て
ゐ
る
場
合
に
は
夫
は
之
を
扶
助
す
る
の
義
務
は
な
い
、
妻
の
行
爲
に
封
し
夫
が
共
原
因
を
な
せ
る
場
合
に
は
夫
は

之
に
封
し
賛
を
負
ふ
可
き
は
勿
論
嘱
あ
る
、
例
ぺ
ぱ
夫
が
妻
を
虐
待
し
π
が
爲
め
に
妻
ほ
夫
の
許
を
去
つ
て
辮
護
士

（
菖
ε
『
、
一
蔓
）
に
救
濟
を
求
め
た
ε
す
る
然
ら
ば
夫
は
辮
護
士
に
封
し
料
金
を
支
擁
ほ
ね
ぱ
な
ら
ぬ
ξ
云
ふ
が
如
き
で

あ
る
、
然
し
乍
銑
夫
に
到
亨
る
皆
腰
（
尉
民
剛
。
ヨ
o
昇
）
の
場
合
に
於
こ
は
妻
は
必
し
も
前
上
の
揚
合
ε
同
一
に
取
扱
は

る
、
も
の
で
は
な
い
、
例
へ
ぱ
夫
が
妻
を
虐
待
し
た
が
陀
め
に
妻
に
依
り
訴
退
さ
れ
罰
金
を
科
せ
ら
れ
だ
而
し
て
こ

の
場
合
に
糞
の
知
人
が
蔀
追
に
要
す
る
金
鏡
を
貸
奥
し
た
時
の
如
き
は
彼
は
夫
に
掛
し
妻
に
貸
與
し
た
金
鋭
の
返
還

を
求
む
る
こ
ビ
が
出
楽
な
い
の
で
あ
る
、
夫
は
其
許
諾
な
く
し
て
妻
が
別
居
灘
樽
を
取
得
し
や
う
《
し
て
生
じ
た
費

用
に
封
し
て
も
亦
賛
を
負
ふ
こ
竃
な
く
叉
妻
が
自
己
の
た
め
に
毅
鋼
上
の
別
居
を
講
求
す
る
に
付
き
訴
訟
を
提
起
し

し
か
も
其
訴
訟
を
正
當
に
提
起
し
ね
か
否
か
を
確
む
る
注
意
を
欠
い
た
場
合
に
於
て
も
矢
張
り
費
用
に
關
し
て
は
何

等
の
責
に
任
す
る
こ
ピ
は
無
い
の
で
あ
る
（
註
5
。

　
遣
棄
さ
れ
陀
妻
の
財
産
な
3
鷲
『
蔓
彗
傷
窃
隻
轟
亀
噂
）
の
保
護
に
封
す
る
命
令
は
其
命
令
の
存
績
中
叉
は
遺
棄
の
斌

態
の
纏
績
中
妻
を
し
て
財
産
及
び
契
約
並
に
訴
訟
上
の
當
事
者
能
力
に
就
き
蔵
劃
上
の
別
居
を
な
せ
る
者
ε
同
一
の

地
位
を
輿
ふ
る
の
で
あ
る
（
8
欝
讐
薮
9
｝
ρ
o
。
い
Oo
・
舘
・
田
欝
遷
S
3
9
δ
o
o
O
o
。
。
・
“
一
〇
）
、
斯
の
如
き
保
護



命
令
は
正
當
な
る
勢
務
に
依
り
て
取
得
し
セ
金
鐘
若
く
は
財
産
に
限
る
こ
電
は
勿
論
で
め
る
勤
而
し
て
乙
、
に
訴
訟

上
の
嘗
事
者
能
力
ピ
云
ふ
の
は
廣
義
に
解
す
可
き
も
の
で
あ
つ
て
財
産
叉
は
契
約
に
關
す
る
訴
訟
上
の
當
事
者
忙
る

能
力
の
み
に
限
る
も
の
で
は
な
く
し
て
財
産
保
護
命
令
を
得
た
妻
は
例
へ
ぱ
浮
・
て
塾
5
　
に
封
し
て
も
自
己
の
名

に
於
で
訴
議
を
提
起
す
る
こ
ε
が
出
來
る
豊
解
す
可
き
で
あ
る
（
註
辱
。

　
夫
に
依
る
妻
の
逡
棄
は
大
燈
右
に
逡
ぺ
た
や
う
な
も
の
で
あ
る
b
次
に
妻
に
依
る
夫
の
遙
棄
に
つ
い
て
一
言
し
て

置
か
う
《
思
ふ
。

　
妻
が
何
等
の
理
由
な
く
し
て
夫
ε
別
れ
た
場
合
に
は
夫
の
費
用
を
以
て
自
己
の
セ
め
必
要
物
を
得
る
こ
ε
は
許
さ

れ
な
い
、
然
し
乍
ら
婁
が
自
己
の
非
を
悟
り
夫
ε
別
れ
た
る
後
長
き
時
日
を
経
過
す
る
二
ε
な
く
し
て
夫
の
許
に
購

つ
て
來
る
塗
れ
ぱ
、
夫
は
こ
れ
に
封
し
て
は
一
且
、
膿
手
に
別
れ
た
以
上
最
早
露
る
こ
ε
を
許
さ
ρ
ε
主
張
す
る
こ
ε
は

鋤
來
の
、
反
之
妻
が
夫
の
許
を
去
る
長
き
時
日
に
互
つ
た
時
に
は
央
は
妻
の
復
、
蹄
を
距
縄
す
る
こ
ε
が
出
豪
る
の
で

あ
る
、
從
つ
て
夫
の
許
を
去
つ
乾
妻
に
物
品
を
貿
却
し
た
商
人
は
か
、
る
場
合
に
あ
つ
て
は
妻
に
封
し
て
反
封
給
付

を
講
求
す
ぺ
き
で
あ
る
、
故
に
碧
し
こ
の
場
合
夫
に
封
し
反
封
給
付
を
講
求
せ
ん
ε
す
る
者
は
妻
の
別
居
が
妻
に
依

る
夫
の
逡
棄
で
は
な
く
從
つ
て
夫
に
劃
し
正
當
な
る
講
求
櫨
を
有
す
る
旨
の
暴
謹
責
任
は
講
求
者
側
に
存
す
る
こ
ε

ε
な
る
の
で
あ
る
（
註
五
》
。
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oo
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（
註
五
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豊
”
8
♂
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8
U
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四

裁
判
上
若
く
は
協
議
上
の
別
居
を
な
さ
ざ
る
妻
は
家
事
に
關
し
て
は
夫
の
代
理
人
（
騨
㎎
。
誤
停
）
《
推
定
さ
れ
る
、
從
つ

　
や
　
　
む
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

て
家
事
に
必
婆
な
る
物
品
例
へ
ぱ
衣
類
家
具
岡
家
の
慰
安
に
必
要
な
る
物
品
等
の
如
き
は
之
を
購
入
す
る
こ
ε
が
出

來
る
、
け
れ
ご
も
こ
の
場
合
に
於
て
嵐
亦
夫
の
身
分
肚
會
上
の
地
位
の
如
き
は
之
を
蒋
慮
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
故
に
妻

は
夫
に
代
つ
て
家
事
を
塵
理
し
て
行
く
の
で
あ
る
か
ら
其
範
園
内
に
於
て
は
帰
定
の
行
爲
を
な
す
．
｝
ε
を
得
る
の
権

限
が
あ
る
鐸
で
あ
る
、
然
し
乍
ら
央
は
反
謹
を
墨
げ
て
以
て
妻
の
行
爲
が
櫨
限
外
な
る
こ
ε
を
主
張
し
得
る
は
勿
論

で
あ
る
、
叉
若
し
夫
の
不
在
中
輿
が
不
正
の
交
際
を
な
せ
る
男
子
よ
り
保
護
を
、
）
け
た
や
う
な
場
合
に
於
て
も
夫
は

こ
の
櫓
限
を
否
認
す
る
こ
ε
が
出
來
る
の
で
あ
る
、
妻
は
家
事
に
就
ぎ
必
要
物
を
購
入
す
る
の
槽
限
を
有
す
る
け
れ

ご
も
贅
溝
晶
は
之
を
購
入
す
る
の
槽
限
は
な
い
b
故
に
所
謂
贅
澤
品
を
購
入
し
泥
場
合
に
は
夫
が
之
を
知
ら
又
は
夫

が
之
に
承
諾
を
與
へ
π
と
云
ふ
鐙
撮
が
無
く
て
は
な
ら
ぬ
、
而
し
て
如
何
嫁
る
物
が
贅
澤
晶
な
る
か
は
必
要
物
の
観

念
に
就
き
前
に
一
言
し
定
ε
同
し
く
矢
張
絶
封
的
の
も
の
で
な
い
か
ら
種
々
稼
る
鮎
よ
り
観
察
し
て
之
を
定
む
ぺ
く

各
個
の
具
禮
的
の
場
合
に
於
て
之
を
定
む
る
の
外
は
な
い
、
故
に
若
し
商
人
が
饗
が
贅
澤
品
を
購
入
す
る
こ
ピ
を
知

）
驚
る
時
其
夫
よ
嚇
之
が
反
封
給
付
を
得
ん
電
思
ふ
な
ら
ぱ
先
づ
夫
が
妻
に
封
し
贅
爆
品
の
購
入
を
許
し
だ
か
ピ
う

か
と
云
ふ
二
ε
を
確
む
る
必
要
が
生
じ
て
礁
る
（
註
じ
。
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夫
が
死
亡
し
た
時
に
は
、
妻
は
夫
が
生
存
中
妻
の
み
叉
は
夫
ご
葵
ピ
爾
者
に
て
締
結
し
泥
総
て
の
押
印
契
約
（
8
昌
、

富
9
…
幕
彗
器
巴
）
の
利
盆
に
勤
し
て
槽
利
あ
る
も
の
で
あ
る
、
　
而
し
て
妻
は
こ
の
場
合
其
謹
書
に
封
す
る
槽
利
を

拠
棄
す
る
こ
ε
が
出
來
る
．
鷺
純
契
約
（
の
ぎ
冨
O
o
9
欝
鮭
）
に
關
し
て
は
央
が
生
存
中
妻
ピ
典
に
之
を
締
結
し
泥
場

合
に
は
夫
は
該
契
約
よ
り
生
ず
る
利
盆
を
残
存
者
取
得
穫
（
ω
葺
二
ぎ
諺
猛
巳
に
依
り
之
を
妻
に
奥
ム
ペ
き
か
或
は
叉

之
を
自
己
が
取
得
す
ぺ
か
を
選
捧
す
る
こ
《
を
得
る
、
而
し
て
若
し
夫
が
其
生
存
中
に
於
て
該
契
約
に
封
し
自
己
の

名
に
於
て
訴
訟
を
提
起
し
だ
な
ら
ぱ
之
は
其
利
盆
を
夫
自
身
の
も
の
ヒ
猛
し
驚
こ
ご
、
な
う
妻
は
残
窟
者
取
得
穫
に

塞
き
其
利
盆
を
取
得
す
る
こ
だ
は
出
來
ぬ
の
で
あ
る
、
然
る
に
夫
が
訴
訟
の
際
妻
を
も
自
己
の
名
ε
共
に
當
事
者
ε

な
し
其
後
死
亡
し
た
場
合
に
は
夫
が
死
亡
す
る
以
前
に
既
に
開
始
し
た
訴
訟
の
到
決
が
署
名
さ
る
、
ε
も
未
だ
其
執

行
が
爲
さ
れ
ざ
る
揚
合
に
あ
り
て
は
妻
は
其
利
盆
を
取
得
し
直
に
執
行
を
な
す
こ
冠
を
得
る
の
で
あ
る
、
夫
の
死
亡

は
夫
の
生
存
中
に
於
て
妻
が
な
し
た
契
約
に
封
し
妻
を
し
て
其
責
を
賃
は
し
め
ぬ
し
叉
夫
の
生
存
中
妻
に
輿
へ
ら
れ

た
物
に
劃
し
夫
の
死
亡
後
に
於
て
之
に
封
し
支
沸
ふ
可
き
旨
を
約
し
た
る
ご
て
も
妻
は
何
等
の
責
を
負
ふ
二
ε
は
な

い
（
国
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～
寓
”
箋
9
窪
o
o
》
U
・
欝
国
合
薯
、
炉
｝
・
ρ
蜀
曽
こ
、
夫
の
死
亡
後
し
か
も
未
だ
其
死
心
が
知
ら
れ

ざ
る
時
に
於
て
婁
が
契
約
を
な
す
も
亦
該
契
約
は
妻
を
拘
束
す
る
二
ε
は
な
し
ビ
制
決
さ
晒
詑
（
o
o
馨
暮
～
疑
ぽ
蔓

一
〇
冨
、
俸
∈
・
一
勤
評
い
旨
●
国
鮮
恥
鴇
●
）
（
註
一
）
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